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研究成果の概要（和文）：思春期のうつ病と統合失調症を対象とした疾患の認知と希求行動に関する調査を9484名の高
校生（15歳から18歳）を対象にアンケート調査した。疾患の認知には症例のビグネットを作成し回答させた。疾患を同
定せずにメンタルヘルスの理解力を高めることは友人からの希求行動を増加させる可能性がある。思春期の精神疾患に
ついての希求行動を増加させるためにはメンタルヘルスを認知させることが重要である

研究成果の概要（英文）：We investigated the relationships between help-seeking behavioral intentions and 
recognition of mental illness without correct identifcation of the illness name, as well as correct 
labelling of major depression and schizophrenia using a vignette about a person with major depression and 
schizophrenia in a cross-sectional survey of 9,484 Japanese high-school students aged 15-18 years.The 
ability to know mental illness without identifying the disease may increase help-seeking from friends. To 
promote help-seeking behavior among adolescents, improving their ability to recognize mental illness 
generally is recommended.

研究分野：精神医学　児童思春期　社会精神医学
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１．研究開始当初の背景 
 
 思春期のうつ病の問題は深刻であり、自殺
などの問題に対しても有効な手段が取られて
いない。本研究では思春期の生徒のメンタル
ヘルスに関する調査研究を行い、学校精神保
健の向上に寄与したい。特に思春期の精神的
な不調には家族を巻き込んだ対応が成人以上
に重要かつ不可欠となる。本人と家族に有効
なメンタルヘルスに関する知識の向上に向け
た取り組みを行いたい。 
 
２．研究の目的 
 
思春期のメンタルヘルスに関する研究はエ
ビデンスに乏しく、我が国においては教育現
場での正しい知識と態度の啓発が必要とされ
ている。本研究の目的は学校現場での教職員
の精神疾患の知識と対処に関する研修の実施
と普及に関する研究から、教育現場での実践
的なメンタルヘルスへの対処システムを検討
する。また、うつ状態を引き起こすいじめの
問題、過度のダイエットの問題、精神疾患の
知識の獲得と問題への希求行動との関連を調
査することが目的である。さらに、思春期の
うつ病ではＳＳＲI などの抗うつ薬が自傷行
為を助長する可能性があるなど、成人よりも
家族心理教育などの心理社会的な介入が重要
になる。心理教育に関する実践の可能性につ
いても検討する。 
 
３．研究の方法 
 
対象は高校生（15 歳から 18 歳）とし、ス
クリーニングには国際的に広く使用されてい
る GHQ-12 を使用する。 
GHQ-12 が 4 点以上で面接の希望がある生
徒を精神科医が面接する。うつ状態の継時的
変化は実施が自己記入式でも可能な Patient 
Health Questionnaire (PHQ-9)で測定する。 
心理教育実施群とコントロール群への振り
分けはランダムに行う。心理教育は生徒と主
要な家族に実施するものとし、1 回 1.5 時間
で合計 4 回行う。コントロール群はスクール
カウンセラー、心理士とともにストレスへの
コーピングに関する話し合いの場を同じ時間
持つこととする。 
その後の精神症状評価は学校の協力のもと、
経過を追跡する。 
 
４．研究成果 
 
学校現場で心理教育を行うために 2 回のメ
ンタルヘルス研修を教職員を対象に実施した。
また、引き続き生徒を匿名化したメールによ
り、メンタルヘルスの個別相談を行った。平
成 25 年度は 24 件の相談案件があり、すべて
に 24 時間以内に対応した。学術的な活動成果
物の内容としては、以下のとおりである。 
（１）軽度の内容も含めていじめ問題と希求

援助行動を自殺念慮を有する集団において調
査をし、国際誌に掲載した。 
（２）10%程度の高校生は精神病様体験を有し
ており、メンタルヘルスの低下を来している
者が多く存在する。このような精神病様体験
を有する生徒を調査したところ、自殺念慮に
関する希求援助行動が少ないという結果が得
られ国際誌に掲載した。 
（３）女子の生徒における過度のダイエット
が社会問題となっている。正常体重以下の繰
り返されるダイエットと暴力行為に関して有
意な関連性を認めたため、国際誌に掲載した。 
（４）メンタルヘルスリテラシーに関する調
査では思春期のうつ病と統合失調症を対象と
した疾患の認知と希求行動に関する調査を
9484 名の高校生（15 歳から 18 歳）を対象に
アンケート調査した。疾患の認知には症例の
ビグネットを作成し回答させた。疾患を同定
せずにメンタルヘルスの理解力を高めること
は友人からの希求行動を増加させる可能性が
ある。 
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